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1. 知内町の概要と歴史 
 

1.1 地名の由来 

アイヌ語で「チリ・オチ」鳥・居るところの意味。松前藩

の主要財源である鷹の産地として有名である。 

 

1.2 歴史 

知内町は、昭和 42 年（1967）10 月上磯郡知内村から町制
施行により町となったといわれており、東側の津軽海峡に面

していて、平野や段丘地が広がり、道内で和人居住最古の歴

史を有する町である。鎌倉時代に、甲斐の国伊原郡の領主･荒

木大学が鎌倉幕府の命によって砂金採りのために来道し、そ

れから砂金掘りが始まったと伝えられていて、かつてこのあ

たりにはタカが多く見られた。松前藩が徳川将軍家に、タカ

狩用に献上する 15羽のタカのうち、半数以上は知内で捕獲し
たものといわれている。明治初期までは、知内川を遡上するサケ、マス、津軽海峡のニシ

ン、イワシの漁獲が多かったが、現在は農村地帯となっていて、肥沃な知内川･重内川流域

で、米やジャガイモ、雑穀などを生産しているとの事で、木古内町に接する建有川周辺か

ら涌元まで砂浜が広がり、涌元から南の小谷石一帯は、蛇ノ鼻、爺岩、イカリカイ島など、

形も名前も奇妙な奇岩怪石からなる変化に富んだ岩礁地帯が存在している。 
 
2．地理的概要 
  

2.1 地理 

渡島管内、渡島半島南西部に位置していて、東部は津軽海峡に面し、西部及び南部は山

岳で囲まれており、 町中心を東西に知内川が流れ、下流域に知内市街があり、函館から列

車（JR 津軽海峡線）、自動車でそれぞれ 1 時間の距離にある。総面積は 200K ㎡弱、全体
の 82％が山林原野であり、山岳地帯・丘陵を経て中小河川が流れ入る低地には、農地が広
がっており、また、津軽海峡にそって広がる平野、段丘地を三方から山岳が取り囲んでい

て、主峰大千軒岳（1071・6m）を中心に北にたどると燈明岳（931m）、上ノ国町との境界
をなす七ッ岳（956・8m）、袴越岳（699・1m）がそびえたち、南側には岩部岳（794・2m）、
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丸山（665・
4m）、燈明岳
（577・4m）
等が連なっ

ている。町域

の 81 パーセ

ント（約 160
平方キロ）が

山林（知内町

統 計 要 覧

2001）となっ
ている。また、

岸線は南北

約 21kmにわ

たり、約 3 分の 2 が砂浜、残りは岩礁地帯で、変化に富んだ海岸景観をなし、松前矢越道
立自然公園の一部を形成している。木古内町から海岸線沿いを通ってきた国道 228号線は、
知内川の河口付近から川に沿いながら松前郡福島町方面へ向かっており、さらに青函トン

ネルの北海道側の最初の玄関口である JR津軽海峡線の知内駅が山間部の湯ノ里地区に道の

駅とともにある。川及び沿岸に沿って国道 228 号が走るほか、海峡線及び青函トンネルの
入口を有しており、青函トンネル入口は湯ノ里地区にあり展望台（写真撮影台）が設置し

てある。 

 

2.2 知内町の気候 

 気候は道内としては温

和で、夏涼しく冬比較的

暖かい地域。以下は例年

の平均気温、最高気温、

最低気温、平均降雨量、

月降雨量をまとめている。 

 比較的温暖で、年間平

均気温は 8.0 度前後。最
高気温 30 度程度、最低
気温零下 13 度程度また
積雪は通年 11 月から 3
月まで観測 されるが、最深積雪は 50～60cm 程度で、一般的に知内町は、暖流の流れる

津軽海峡に面した知内町の気候は夏の最高気温が約 30℃、冬の最低気温は－10℃ほどで北

図 2 知内町の位置

 
出典：北海道の地図

グラフ 1 知内町の気温の推移 

出典：知内町役場産業振興課



海道ではもっとも過ごしやすい気候である。 

 

３．知内町の人口と世帯数 
 

知内町の総人口は、5832人であり、その振り分けとして男性が 2770人、女性が 3062人、
年少人口が 860人、生産年齢人口が 3596人、老齢人口が 1346人で、生産年齢人口は全体
の 62%を占めており、グラフ 3に示した。知内町内の年少人口比は、全体の 15%を占めて
おり、また老齢人口比については全体の 23%である。知内町の北海道で最も暮らしやすい
気候が老齢人口比に影響を当

てえていることがわかる。 
世帯数に関して言えば、総世

帯数は 2110世帯で、農家数は
310世帯、林家数は 148世帯、
漁業世帯数は 110世帯。また、
人口総数が一番多い年で 1995
年の 8101人、少ない年で最近
の 2000 年の 5832 人で、世帯
数について言えば最低が 1945
年の 1438、最高が 1985 年の
2396で、その年からここ数年までで減少はしているが極端な変化はなく、ほぼ横ばいであ
る。グラフ全体からひとつの世帯からの若者が減り知内町でも過疎化が起こっていること

がわかる。 
 

グラフ4　人口総数と世帯数
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グラフ3　総人口に占める年齢層
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4. 知内町の産業 
 
4.1 産業別人口 
知内町の就業人口の比率については、

第 1次産業が 24%、第 2次産業は 34%、

第 3次産業は 42%であり、以下にグラ

フを表記したが、知内町では第 2 次産

業、第 3 次産業の中でも特に、農業、

水産業、林業が盛ん。 

 
4.2 農業 

 農業は、明治 14年に福井県出身の山田慎が創設した知内村牧畜会社による洋式農法が大
規模に行われた。 
津軽海峡に面して重内平野や段丘地が広がる知内町は耕地面積の約 65％を田が占め、水
稲を中心にさまざまな転作作物が栽培されており、その筆頭が収穫量 1,152t、道内シェア
54.2%で道内堂々1位を誇るニラであって、幅広で柔らか、甘さもたっぷりの知内ニラは「北
の華」の名で、全道はもとより全国的に生産量、品質ともに知れ渡り、日本農業大賞を受

賞している。この他にもほうれん草やミツバのハウス栽培があり、ほうれん草の自動包装

機やトマトの色や形を選別する自動選別機導入して他商品との差別化を図っていて、さら

にトマトについては、100%パックしたオリジナルトマトジュースの品質向上にも力を入れ
ている。また、知内町の名産指定を受けている農産加工品「紅カブ千枚漬」も鮮やかな紅

色を引き出す逸品として異色の存在である。「水稲」とニラ・ほうれんそう・トマト・にん

にく・花卉等の「施設園芸」が主体で、「知内ニラ」は量・質・味ともに全道一と称されて

いる。 
 
4.3 水産業 

 水産業では育てる漁業を進めており、城下カレイと同種の「マコガレイ」、身の大きな「牡

蛎」・「ホタテ」が好評を得ている。漁業世帯数に占める個人漁業経営体数割合は 85.5%で、
漁業就業者数に占める 65歳未満の割合は 72.8%、漁業就業者数に占める自営漁業就業者数
割合は 88.9%である。 
 
4.4 林業 

 林業では合単板・集成材・木材加工品を全国に出荷していて、知内町内の林の割合は、

林野率が 81%、人工林率が 40.4%、保安林率が 58.8%、国有林率が 55.9%。 
 
 

グラフ２：就業人口比率グラフ（平成１２年国調）
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4.5 工業 

1． 北海道電力知内火力発電所 
1983年、道南最大の火力発電所である北海道電力株式会社知内発電所の 1号機（35万
キロワット）が操業を開始、平成 10年（1998）
知内発電所 2号機（35万キロワット）が営業
運転開始された。北海道南部地方とＪＲ津軽

海峡線の電気を供給し、1号機・2号機あわせ
て 70万 kwの発電能力を擁する。 

 
2．三洋食品株式会社 
 知内町の企業誘致第 1号で、昭和 53年に 
操業を始めていて、主に有名ホテル・レスト

ラン・百貨店向けとしてスモークサーモン、

鴨薫製等を製造している。 
 
5．知内町の観光名所 
 
①こもれび温泉 
檜造りと石造りの露天風呂、2タイプの
サウナ、リラクゼーションプール、車椅子

利用者専用浴槽などが完備している。 
 
②雷公神社（北海道最古の神社） 
 北海道最古の神社は寛元 2年（1244年）
大野了徳院によって創建され、別雷神（わけいかずちのかみ）という逓信の神を祀るとこ

ろから、恋の成就・縁結びがかなえられると言い伝えられている。 
 
③郷土資料館 
 知内の古代から近代までがここにあり、

国の重要文化財に指定された旧石器時代

の装身具などを展示している。 
 
④重内展望台 
 重内神社の裏手にあり津軽海峡、重内平

野など全町を一望できる。豊穣な大地、富裕の海原、吹き抜ける薫風。知内をぐるりとパ

ノラマで見渡せる展望台の景色が雄大。 

図３ 三洋食品株式会社 

出典：知内町役場産業振興課 
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出展：知内町 観光 
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図 7  重 内 展 望 台

出典：知内町 観光 
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